TAREE R 52-10(2010)

KPR - AW ERIED

B (L Ik

1. [FCHIC

Blx, TAERELSIZH-T, 2O LHIZEA
TVWHADL B LEBBIZHK OV - Frdkl
(JREERE2008) & oD, FTo. KA ERME
[ ZHkhs (2007. 110 R E) Tix, TRILAR
Ml & BT IR O P RICALE L, BROERL AR
FHOBREICEWNTHHHOMBTH L, RVE
HORTHELZANBOBENTEZELC TRADH
RERENER SN TE kT, EHZID £<
TR E N, EHL, - i, B e & CHERR
EholiglaThsr) b D,

Z L CZ oM, T45% AN RED G2
ez Ll AEoBEbynaikE L CEd
LT EB2OND ] (B ZREMSEREERZE
HEME . 2007.11FREILE) . SHA BN TV D,
IO EE, WK ERLEOBBRENRE L
X, HOWVIEFEMREREAELLEE, AEK
HE S LB AR X D XS DR EEIZ e 5 2 & (M
BRI OIKT) B L, 72, HIKOAETE K
OEENEBNL TE RO ERNITEEN 7% <
HZE (RIS 9 5 2% i 7 B HE O K
) bEWT L,

Iz, MHIEWLE (& 2 XRET. #f
Pz, BH-1) TE, AAOBEREGN L,
ZRERAEENEENTWD Z L&D LWt
LW ERBIREZLS2ONRBLTH DL, HHEHO
WL TR F IR T 2 REREH CH L L F 2
5,

VLB X5 70 Bl s 2 13 1 58 i R & T
(LA s fE gy, M9 X0 fEREIT, 2ERH
R SEfEIRE T, B fEREIT) A FEEL T
B, Mk ORI WA EE (W
¥, HT 0 ERE SRR MR R R
ERMREE) 2EZBEL VWD EZATHD,

ARG TIE, W8 OBLA D D H Lk o Bk 2 5

Hillside works to improve the effect of vegetation and
channel works to conserve diversity of stream
environments, for maintaining and improving the
environments in SATOYAMA area
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	1．はじめに0F
	里山地域において集落後背地の山林は、地域の生活、基幹産業（農林業）と結びついて日常的に利用されてきた。利用においてはルールが地域で作られ、森林の維持などの流域管理が行われてきた。しかしながら、地域を取り巻く社会環境は以前とは異なってきており、以前のような農林業を中心に据えた仕組みには限界がある。都市の山麓は、都市の景観形成や都市住民の憩いの場所としての期待も大きい。これからの流域管理には、森林ボランテイアやNPOによる自然環境保全活動、森林浴やハイキングなどのレクリｴーション活動などに係わる地域内...
	例えば、土石流を捕捉するために渓流に砂防堰堤を築くといった砂防事業者のみが行ってきた手法ばかりではなく、流域管理の視点から植生による土砂生産抑制機能や生態系維持効果などの山腹斜面や渓流のより多面的な機能・効果が発揮されるような手法を展開していくというものである。
	砂防関係事業においては、それらを地域の産業や文化等と結びつけた形で実施しており、既に次のような取り組みを行っている。
	① 山腹保全工
	山腹保全工は、土砂災害の原因となる土砂の生産・流出を抑制するため、植生を含む山腹斜面を整備するものである。土木構造物等で斜面を安定化する山腹工と、植生の保育を行う山腹保育工がある。植生の保育に必要な管理用道路の設置も行っている。最近は流木により下流での被害が拡大したと考えられる事例も相次いでいる3)ことから、風倒木等流木化するおそれのある樹木の整理や流木発生抑制工の設置などの流木対策も行っている。また、過去に砂防工事において植栽工を実施したところで偏向遷移がみられるところでは、林相転換のための施...
	砂防施設は機能維持の面からコンクリート等朽ちにくい材料で築造する場合が多いが、地域の産業や地域活動団体、NPO等との連携の観点から、山腹斜面で植生の生育基盤としての簡易な土留めや表面侵食防止のための簡易な水路工には地元で産出される間伐材を積極的に利用すること（写真-4,5）、また、植栽用の苗木の育成を採種段階から地域で行ってもらう仕組み作りの手法も取り入れている。
	これらの簡易な施設は、植生の生育基盤を安定させることで生長を促し、平常時に侵食を抑えるので、渓流に設置した砂防堰堤の機能を維持することにも役立つ。
	② 渓流保全工
	床固工や護岸工等を組み合わせて渓岸や渓床の侵食を防止するものである。渓流の縦横断の連続性を保つために、魚道の設置、渓畔林の保全などをその地域の景観や人の渓流の利用とも合わせて一体的な整備となる計画手法、施工手法を取り入れている。
	ここでは、上記3．で示した山腹保全工と渓流保全工について、その地域の産業や文化等と結びついた手法で実施している砂防関係事業を取り上げ、実施内容と環境保全上の効果について述べる。
	写真-4　間伐材による山腹基礎工の施工（H6）

